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新・正副議長を選出

第2固定例会のあらまし

平
成
9
年
第
2
固
定
例
会
，
か
、

6
月

お
日
か
ら
7
月
叩
日
ま
で
の
何
回
聞
の

日
程
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
議
長
・
副
議

長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
が
選
ば

れ
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま

し
た
。

ま
た
、

一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
件
の
市
長
提

出
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決

・
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
議
員
鑓
出
諸
白糸
1
件、

意
見
番
目
印
件
、
決
綴
2
件
、
請
願
3
件

を
審
議
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
帝
政
に
関
す
る
一
般
質
問

が
円
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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可
決
し
た
主
な
議
案

《予
算
》

一M
脳
会
計
術
正
予
符

私
有
地
と
市
道
敷
地
と
の
付
笛
交
換
に

係
る
策
害
賠
償
の
和
解
金
一
千
万
円
を
、
繰

越
金
を
財
源
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三

千
三
百
四
十
七
億
三
千
万
円
に
な
り
ま
し

た。

ちば市韻会だより

《
条
例
》

千
葉
市
図
民
健
康
保
険
粂
例
及
び
老
人

の
医
療
釘
の
劫
成
に
関
す
る
条
例
の
一
郎
改

正
健
康
保
険
法
等
の

一
都
改
正
に
伴
い
、
医

療
費
の

一
部
負
担
に
関
し
て
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
す
。

子
葉
市
地
区
計
画
等
の
区
岡
崎
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
粂
例
の

一
部
改

正
新
た
に
、
浜
野
駅
東
口
地
区
、
磁
辺
7

丁
目
西
地
区
お
よ
び
千
葉
東
角
栄
団
地
地

区
の
地
区
整
備
計
画
区
域
に
つ
い
て
、
建

築
塁
準
法
の
規
定
に
塁
づ
き
、
建
築
物
の

数
地
、
縞
迄
お
よ
び
用
途
の
制
限
を
定
め

る
な
ど
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
消
防
団
員
等
公
務
災
芸
術
伯
条

例
の

一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
世
帯
に
係
る
領
容
織
償

の
霊
準
を
定
め
る
政
令
の

一
部
改
正
に
伴

ぃ
、
補
償
基
礎
畿
、
獄
中資
加
算
額
お
よ
び

介
護
補
償
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
条
例

の

-
m酬
を
改
正
し
ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

中
央
区
埼
田
町
地
内
の
一

一級
河
川
生
実

川
排
水
般
協
土
木
工
事
を
、
四
億
八
千
万

円
で
行
い
ま
す
。

《
千
葉
外
房
有
料
道
路
の
事
業
計
画

の
変
更
》

千
葉
外
一房一
有
料
道
路
の
料
金
の
変
更
に

つ
い
て
、
千
葉
県
道
絡
公
社
か
ら
同
意
を

求
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
す
@

平成9年(1997年)8月

委
員
会
審
査
か
ら

常
任
蚕
員
会

7
月

3
自
に
聞
か
れ
、
時
誠
実
印
件
、
議

願
3
件
、
陳
情
7
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
一
議
案
を
可
・決
し
、
罰
調
頗
・

陳
情
は
、
不
採
択
5
件
、
継
続
審
査

5
伶

と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
口
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
2
件
、
際

情
1
件
を
審
査
し
、
私
有
地
と
市
道
激
地

と
の
付
笛
交
倹
に
係
る
煩
害
賠
償
の
和
解

案
に
対
す
る
市
の
主
張
の
有
幅
剤
、
和
解
に

当
た
っ
て
の
当
局
の
反
省
点
な
ど
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
下
水
蚕
員
会

千
葉
市
国
民
帥
提
出
山
保
険
条
例
お
よ
び
老

人
の
医
綴
賓
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
節

改
正
の
議
案
1
件
、
諮
問
削
1
件
、
際
情
1

件
を
審
査
し
、
固
に
対
し
て
医
療
保
険
制

度
改
正
の
見
直
し
を
求
め
る
働
き
か
け
の
実

施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

V
美
浜
区
に
特
別
餐
護
老
人
ホ

l
ム
四
詰
訟

を
望
む
議
願

不
綴
択

V
策
洋
医
学
・
鍛
灸
治
僚
に
閲
す
る
際
情

不
採
個
別

頃
鳴
神
桔
訟
委
員
会

ニ
級
河
川
生
実
川
排
水
機
湯
土
木
工
事

請
負
契
約
な
と
議
案
5
件
を
審
査
し
、
第

1
次
改
修
後
の
生
実
川
に
つ
い
て
、
排
水

機
場
完
成
後
の
適
応
降
雨
量
と
氾
濫
の
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
出H
簡
が
あ
り
ま
し

た。

経
済
教
行
蚤
員
会

市
場
結
設
使
用
料
館
守
支
払
議
求
事
件
に

係
る
訴
え
の
提
起
な
と
議
案

2
件
、
陳
情

2
件
を
審
査
し
、
訴
え
提
起
後
の
事
務
手

続
き
の
流
れ
、
裁
判
に
か
か
る
震
用
の
負

担
内
容
な
と
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

V
学
童
保
膏
の
条
例
制
定
を
求
め
る
陳
情
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同
脚
市
消
筋
委
円
以
会

千
葉
市
地
区
計
画
等
の
区
減
肉
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
議
案

4
件
、
語調一
願
2
件、

陳
情
3

件
を
審
査
し
、
即
時
辺

7
丁
目
西
地
区
、
千

葉
東
角
栄
団
地
地
区
、
浜
野
駅
東
口
地
区

に
お
け
る
地
区
計
画
内
の
対
象
戸
数
お
よ
び

住
民
合
患
の
形
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
稲
毛
区
萩
A

田
町
に
お
け
る
開
発
詩
可
処

分
等
に
関
す
る
陳
情

不
採
択

保健下水委員会窃盗除去t

!ltJ.ド微JSj土木工事がはじまるlt~川河口

V
稲
毛
区
小
伶
台
7
丁
目
3
1
1
に
計
函

中
の
(
仮
称
)
ル
ネ
稲
毛
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ

る
公
容
発
生
防
止
に
関
す
る
陳
情

不
綴
択

廃
棄
物
処
理
問
題
対
策

特
別
蚕
員
会

5
月
間
山
日
に
関
か
れ
、
委
員
長
報
告
の

供
覧
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
豪
物
処

理
問
題
対
策
特
別
委
員
協
議
会
が
同
日
開

か
れ
、
講
師
を
措
へ
い
し
、
勉
強
会
を
行

い
ま
し
た
。
な
お
こ
の
特
別
委
員
会
は
、

6

月
お
自
に
関
か
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、
廃

止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
都
市
税
財
政
制
度

調
査
特
別
委
員
会

5
月
白
日
に
関
か
れ
、
平
成

9
年
度
国

家
予
算
に
関
す
る
要
望
の
経
過
報
告
等
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
な
お、

こ
の
特
別

委
員
会
は
、
大
都
市
税
財
政
制
度
・
地
方

分
権
鈎
査
特
割
警
員
会
の
設
置
に
伴
い
、
な

く
な
り
ま
し
た
。

大
都
市
税
財
政
制
度
・

地
方
分
権
調
査
特
別
委
員
会

今
定
例
会
で
新
た
に
設
置
さ
れ
た
大
都
市

税
財
政
制
度

・
地
方
分
僚
議
室
特
別
委
員

会
が

7
月
4
日
に
聞
か
れ
、
平
成

ω年
度

国
家
予
算
に
関
し
て
、
政
令
市
川
ば
市
が
共

同
し
て
行
う
要
望
お
よ
び
本
市
が
独
自
に
行

う
重
点
姿
望
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

極集幼の制限がされる峨辺7TEI西地区

結
似

傍
濃
の
ご
案
内

平
成
9
年
第
3
固
定
例
会
は

9
月

8
白

(向
}
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。

本
会
議
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍
穏

で
き
ま
す
。

傍
融
協
は
、
本
会
議
の
当
日
、
議
会

探
1
階
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

会
議
日
程
は

9
月
4
B
{木
}
に

決
ま
る
予
定
で
す
。

。
ァ
l
ブ
)
の

点
字
版
と
録
音
織

配
布回

の
不
自
由
な
方
に
、
市
議
会
の

活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
「
ち
ば

市
議
会
だ
よ
り
」
の
点
字
版
と
録
音

一
般
質
問

主
な
質
問
鹿
目

@
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

O
遜
学
結
集
に
つ
い
て

-
公
正
な
行
政
に
つ
い
て

。
タ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
に
つ
い
て

.
環
債
の
箆
備
に
つ
い
て

。
清
婦
問
題
に
つ
い
て

-H
予
震
保
育
に
つ
い
て

・
教
育
に
つ
い
て

。
北
部
図
書
館
に
つ
い
て

-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

・
土
気
東
地
区
土
地
区
画
塗
淫
事
業
に
つ

い
て

版
(
テ
1
ブ
)
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

会
議

録
の
閲
覧

本
会
議
の
審
議
状
況
な
ど
を
記
録

し
た
会
議
録
を
市
議
会
図
書
室
、
市

政
情
報
室
、
市
立
の
図
書
館
(
北

部
・
南
部
・
東
部
・
こ
て
は
し
・
高

洲
・
み
や
こ
)
や
、
祭
立
中
央
図
密

館
で
関
策
で
き
ま
す
。

本
会
議
の
内
容
を
詳
し
く
知
り
た

い
方
は
、
ご
利
筒
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第

2
固
定
例
会
の
会
鑓
録

は
、
次
回
の
定
例
会
ま
で
に
作
成
す

る
予
定
で
す
。

思
表
紙
に
掲
載
し
ま
し

た
写
真
は
、
千
葉
駅
の

様
子
で
す
。
千
葉
駅
は

朗
治
訂
年
に
現
在
の
千

葉
市
民
会
館
付
近
に
開

設
し
、
昭
和
お
年
に
現

在
の
位
鐙
に
移
リ
、
千
葉
市
だ
け
で
な
く

千
葉
県
の
表
玄
関
と
し
て
利
用
さ
れ
、
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
干
菜
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
も
乗
り
入
れ
、
千
葉
駅
を
中

心
と
し
て
周
辺
地
成
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
利
用
し
や

す
い、

千
葉
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
街

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
患
っ
て
い
ま

す
。

思
今
回
は
正
副
議
長
、
常
任
委
員
な
ど
の

役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
第

2
固
定
例
会
の

僚
子
を
中
心
に
掲
鴻
し
ま
し
た
。

悶
今
回
よ
り
「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発

行
委
員
が
、
新
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
わ
か

り
や
す
く
、
親
し
み
ゃ
す
い
議
会
だ
よ
り

に
し
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
繍
い
し
ま
す
。
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よ
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